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（
＊
）
　
草
稿
の
段
階
で
、
国
際
基
督
大
挙
の
小
島
滴
教
授
、
一
橋

　
　
大
挙
の
池
閲
誠
教
授
、
寺
西
璽
郎
教
授
“
小
樽
商
科
大
学
の
佐
竹
正

　
　
夫
助
教
授
か
ら
多
数
の
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に

　
　
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
国
際
貿
易
理
論
に
お
け
る
ヘ
ク
シ
ャ
ー
1
ー
オ
リ
ー
ン
ー
－
サ
ム
エ

ル
ソ
ン
モ
デ
ル
で
は
、
自
由
貿
易
の
結
果
、
各
要
素
価
楮
は
二
国

間
で
均
等
化
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
財
生
産

が
規
模
に
関
し
て
収
穫
一
定
に
従
う
と
い
う
仮
定
が
、
収
穫
逓
増

に
従
う
と
い
う
仮
定
に
変
更
さ
れ
る
と
、
要
素
価
格
は
均
等
化
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
こ
の
場
合
、
自
由
貿
易
均
衡
下
で
要
素
移
動
が
白
由
化

さ
れ
る
と
、
要
素
は
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
従
っ
て
移
動
し
、

石

」

城
　
　
太

そ
れ
が
経
済
厚
生
や
貿
易
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら

れ
る
。
本
稿
で
は
、
二
財
（
収
穫
逓
増
財
と
収
穫
一
定
財
）
二
一

要
素
．
小
国
モ
デ
ル
を
用
い
、
自
由
貿
易
均
衡
下
で
の
資
本
移
動

自
由
化
が
、
そ
の
国
の
要
素
価
楮
、
国
民
所
得
、
及
ぴ
貿
易
に
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
よ
う
な
効
果
を
及
ぽ
す
か
を
分
析
す
る
。
特
に
、
従
来
は
要
素

価
格
の
変
化
の
分
析
と
い
え
ぱ
、
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
ー
ー
ジ
冒
ン
ソ
ン

図
に
よ
る
相
対
的
変
化
を
考
察
す
る
も
の
が
中
心
だ
っ
た
が
、
本

稿
で
は
要
素
価
樒
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
、

絶
対
価
椿
の
変
化
を
陽
表
的
に
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

　
　
　
一
　
モ
デ
ル

以
下
の
分
析
の
出
発
点
と
し
て
次
の
諸
仮
定
を
お
く
。
ま
ず
第
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一
に
、
問
題
と
す
る
国
は
小
国
で
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
そ
の

国
の
貿
易
量
が
世
界
の
財
価
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
し
、

そ
の
国
の
資
本
流
出
入
量
が
世
界
の
資
本
レ
ン
タ
ル
に
影
響
を
及

ぽ
す
こ
と
も
な
い
。

　
第
二
に
、
二
財
（
x
財
と
γ
財
）
、
二
要
素
（
労
働
と
資
本
）

が
存
在
す
る
。
γ
財
生
産
は
規
模
に
関
し
て
収
穫
一
定
で
あ
る
が
、

x
財
生
産
は
マ
ー
シ
ャ
ル
的
外
部
経
済
の
た
め
に
規
模
に
関
し
て

収
穫
逓
増
で
あ
り
、
財
市
場
に
は
完
全
競
争
が
働
く
と
す
る
。
ま

た
、
x
財
の
方
が
資
本
集
約
財
で
あ
る
と
す
る
。

　
第
三
に
、
両
産
業
の
代
表
的
企
業
の
生
産
関
数
は
一
次
同
次
で

あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
各
産
業
の
代
表
的
企
業
の
生
産
関
数
を

次
の
よ
う
な
コ
ブ
n
ダ
グ
ラ
ス
型
と
す
る
。

　
　
　
　
　
お
1
1
」
吋
卜
旨
。
お
筍
．
．
畠
一
M
お
”
ト
o
〈
真
く
一
〇
〈
｝

　
　
（
－
）
　
　
〈
員

　
　
　
　
　
さ
1
－
由
卜
一
㌔
お
唱
、
．
♪
o
〈
b
〈
－

こ
こ
で
、
ム
、
篶
は
各
々
x
産
業
、
γ
産
業
の
代
表
的
企
業
の
生

産
量
、
．
助
、
～
（
㌧
1
1
｛
ぺ
）
は
ゴ
産
業
の
代
表
的
企
業
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
労
働
、
資
本
、
x
は
x
産
業
全
体
の
生
産
量
を
表
わ

す
。
従
っ
て
、
”
は
x
産
業
の
外
部
経
済
効
果
を
表
し
て
い
る
。

一
般
に
、
企
業
の
生
産
関
数
の
産
業
の
生
産
量
に
関
す
る
弾
カ
性

δ
は
無
隈
に
生
産
可
能
な
桃
源
郷
の
状
態
（
O
O
o
ぎ
耐
畠
勺
す
竃
O
－

目
①
冨
）
を
避
け
る
た
め
に
o
〈
～
〈
－
と
仮
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
◎
〈
～
〈
員
く
－
と
、
も
っ
と
制
約
し
て
お
く
（
こ
の
理
由
は

第
二
節
で
述
べ
る
）
。
こ
こ
で
は
マ
ー
シ
ャ
ル
的
外
部
経
済
を
仮

定
し
て
い
る
の
で
、
巧
の
増
加
は
x
産
業
全
体
の
生
産
量
に
わ
ず

か
に
影
響
を
与
え
る
が
、
企
業
は
産
業
の
生
産
量
を
パ
ラ
メ
ー
タ

と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
ま
た
、
x
財
の
方
が
資

本
集
約
財
で
あ
る
か
ら
、
負
く
b
が
成
立
す
る
。
ω
式
か
ら
産
業

全
体
の
生
産
量
x
と
γ
を
求
め
る
と

　
　
　
　
　
＊
1
－
】
き
H
工
吋
】
卜
§
目
き
㌧
．
。
1
－
ふ
吋
ト
ー
。
お
－
．
。

　
　
（
N
）

　
　
　
　
　
ぺ
u
】
さ
H
お
】
－
㌔
き
㌧
．
、
H
由
卜
㌔
お
。
．
、

と
な
る
。
た
だ
し
、
4
、
均
は
．
1
産
業
全
体
に
雇
用
さ
れ
て
い
る

労
働
、
資
本
を
表
わ
す
。
さ
ら
に
x
産
業
に
関
し
て
は
、
②
式
を

変
形
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
関
係
が
与
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
一
ご
†
一
阜
。
お
、
．
。
一
、
二
・
J
・
一

従
っ
て
、
x
産
業
は
産
業
全
体
と
し
て
み
れ
ぱ
、

め
に
ρ
次
同
次
の
生
産
関
数
と
な
る
。

　
第
四
に
、
要
素
市
場
は
完
全
競
争
的
で
あ
り
、

用
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

外
部
経
済
の
た

要
素
は
完
全
雇
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氏
■
押
十
押

　
　
（
阜
）

　
　
　
　
　
卜
■
ポ
十
㌻

が
成
立
す
る
。
た
だ
し
、
x
、
工
は
各
々
資
本
の
賦
存
量
、
労
働

の
賦
存
量
を
表
わ
す
。

　
第
五
に
、
需
要
構
造
は
ホ
モ
セ
テ
ィ
ヅ
ク
な
社
会
無
差
別
曲
纏

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
従
っ
て
、
所
得
－
消
費
曲

線
は
原
点
を
通
る
直
線
と
な
る
。

　
以
上
の
仮
定
か
ら
、
ま
ず
私
的
限
界
転
換
率
（
財
の
相
対
供
給

価
格
）
と
社
会
的
限
界
転
換
率
（
生
産
可
能
性
曲
線
の
傾
き
）
と

の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
ω
式
と
ω
式
よ
り
、
私
的
限
界
転
換
率

（
♪
由
、
さ
由
、
巧
は
．
1
財
の
供
給
価
樒
）
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
ぎ
、
．
も
ー
由
（
T
b
）
ぎ
1
油

　
　
（
伽
）
、
由
…
♪
由
き
、
－
簑
茎
㌧
一
－
ミ
δ
1
負
）
諒
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
砦
ぎ
、
．
、
－
■
（
T
b
）
ぎ
、
旭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
』
吋
害
㌧
、
。
1
』
吋
（
H
1
員
）
ぎ
1
。

た
だ
し
、
旬
は
．
3
産
業
の
代
表
的
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
資
本

－
労
働
比
率
を
表
わ
し
、
こ
れ
は
．
3
産
業
全
体
の
資
本
－
労
働
比

率
～
に
等
し
い
。
社
会
的
限
界
転
換
率
（
軋
送
軋
、
）
は
②
式
と
ω

式
よ
り
、

　
　
　
　
　
賢
－
　
患
ぎ
、
1
b
－
　
貞
丁
心
）
ぎ
1
、

　
　
（
6
）
1
－
l
　
　
　
l
l
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
』
↑
　
　
、
』
吋
ま
㌧
、
。
　
、
」
、
（
－
1
具
）
訂

と
な
る
。
従
っ
て
、
財
の
相
対
供
給
価
格
と
生
産
可
能
性
曲
線
の

傾
き
と
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
ぺ

　
　
（
N
）
、
明
H
I
、
．
劃

　
次
に
、
㈹
式
よ
り
生
産
可
能
性
曲
線
の
形
状
を
考
察
し
て
み
よ

う
。
生
産
の
効
率
性
の
条
件
（
①
冬
賢
。
）
㌔
（
①
送
①
お
）
H
（
①
ミ
竃
皇
）

、
（
①
ミ
①
お
）
を
考
慮
し
て
㈹
式
を
さ
ら
に
x
に
関
し
て
微
分
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
o
。
）

ボ
§
－
き
－
｝
工
一
享
一
初
－
實
き

~~ ~l 
lll ~~ ~~ 
_>~: ~l~:1 

~ ~l]* 

（
H
I
負
）
ぶ
ト
十
β
♪
氏

　
H・

1
〈
〇
一

ぎ
ト

2
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
で
あ
る
か
ら
u
内
の
符
号
に
よ
っ
て
形
状
が

判
定
で
き
る
。
、
〉
H
ら
く
布
と
い
う
条
件
よ
り
ー
－
十
、
1
毛
十

b
V
o
，
1
H
＋
、
－
負
、
十
而
V
而
－
負
、
、
及
ぴ
o
帆
“
噌
帆
申
（
…
き
ト
）

を
考
慮
す
れ
ぱ
、
生
産
可
能
性
曲
線
の
形
状
は
二
種
類
し
か
な
い

こ
と
が
分
・
か
る
。
一
つ
は
原
点
に
何
か
っ
て
一
様
に
凸
の
形
状
で
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図1　自由貿易下の均衡

㈹

　
C＼P* ~~ 

κ
下

且
ρ

ハ

x

γ

⑭
〃
一

グ

〃

戸

P$ c' 

Xo 
7

あ
り
、
も
う
一
つ
ぱ
x
の
生
産
量
が
ぜ
口
の
近
傍
で
は
原
点
に
向

か
っ
て
凸
と
な
る
が
y
の
生
産
量
が
ゼ
ロ
の
近
傍
で
は
原
点
に
向

か
っ
て
凹
と
な
る
よ
う
に
変
曲
点
を
一
つ
だ
け
も
つ
s
字
型
の
形

　
　
＾
4
）

状
で
あ
る
（
こ
れ
ら
二
種
類
の
生
産
可
能
性
曲
線
を
描
い
た
も
の

が
図
1
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
こ
こ
で
、
間
魑
と
な
っ
て
い
る
国
が
戸
（
…
♪
。
、
♪
、
、
巧
は

、
3
財
の
世
界
価
格
で
小
国
仮
定
よ
り
所
与
）
と
い
う
世
界
相
対
価

格
に
直
面
し
て
い
る
と
し
よ
う
。
．
そ
う
す
る
と
以
上
の
考
察
よ
り
、

図
1
㈹
の
点
λ
、
月
、
0
と
⑧
の
点
■
、
亙
、
0
’
の
よ
う
な
自
由

貿
易
下
の
長
期
的
均
衡
点
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

x
財
の
相
対
供
給
価
格
戸
が
世
界
の
相
対
価
格
戸
を
上
回
れ
ぱ
、

国
内
で
x
産
業
か
ら
ア
産
業
に
要
素
が
流
出
し
て
x
産
業
が
縮
小
、

r
産
業
が
拡
大
し
、
逆
に
下
回
れ
ば
x
産
業
が
拡
大
、
r
産
業
が

縮
小
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
生
産
可
能
性
曲
線
が
原

点
に
向
・
か
っ
て
凸
の
部
分
に
あ
る
均
衡
点
月
、
〃
は
不
安
定
と
な

る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
安
定
な
均
衡
点
λ
、
0
、

〃
、
σ
の
み
に
注
目
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
、
ω
式
か
ら
各
々
x
産
業
、
γ
産
業
の
自
由
貿
易
下
の
要

素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
を
導
出
す
る
と
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図2要素価格フロンティア

γx

局
一
■
1
1

“阯…“一
．

－

γ
x

むん
閉
π

R凧

π

（
o
）

oγ－

ミ
ー
“
（
讐
一
咋
）
．
、

干
｝
一
ホ
一
、
一
小
一
丁
心

　
＾
三

と
な
る
。
た
だ
し
、
w
は
賃
金
率
、
刀
は
資
本
レ
ン
タ
ル
を
表
わ

す
。
こ
れ
ら
を
図
に
表
わ
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
横
軸
に
資

本
レ
ン
タ
ル
、
縦
軸
に
賃
金
率
が
と
っ
て
あ
り
、
簑
と
ぺ
＼
が
各

々
x
産
業
と
γ
産
業
の
要
素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
を
表
わ
し
て
い

る
。
要
素
価
椿
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
の
傾
き
は
資
本
－
労
働
比
率
を
表

わ
す
の
で
、
x
財
の
方
が
資
本
集
約
財
で
あ
る
と
い
う
仮
定
に
よ

っ
て
、
↑
k
が
ぺ
ぺ
を
上
か
ら
切
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
自
由

貿
易
均
衡
に
お
い
て
、
も
し
不
完
全
特
化
の
状
態
で
あ
れ
ぱ
（
図

1
ω
点
0
）
、
要
素
価
椿
は
｝
糸
と
㌧
K
の
交
点
（
図
3
ω
点

凪
）
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
式
で
表
わ
せ
ば
、

　
　
　
　
　
ミ
“
、
由
、
員
き
、
卜
o
1
－
さ
．
奄
き
㌔
ぎ

　
　
（
；
）

　
　
　
　
　
亀
H
♪
、
（
－
－
員
）
き
、
お
1
－
♪
．
（
H
I
b
）
5
、
宍
哩

と
な
る
。
た
だ
し
、
幻
、
勾
は
各
々
均
衡
点
に
お
け
る
J
財
の
資

本
、
労
働
雇
用
量
、
苅
、
汽
は
各
々
資
本
自
由
化
前
の
均
衡
点
に

お
け
る
x
財
、
γ
財
の
生
産
量
を
表
わ
す
。
も
し
x
財
に
完
全
特

化
し
て
い
れ
ぱ
（
図
1
⑲
点
0
’
）
、
k
ト
の
傾
き
と
要
素
賦
存
比

率
為
が
等
し
く
な
る
点
（
図
4
ω
点
風
）
、
逆
に
γ
財
に
完
全
特

化
し
て
い
れ
ぱ
（
図
1
ω
点
ノ
、
㈲
点
〃
）
、
ぺ
ぺ
の
傾
き
と
晃

が
等
し
く
な
る
点
（
図
5
ω
点
瓦
）
で
要
素
価
椿
が
決
ま
る
。
式

で
表
わ
せ
ぱ
各
々
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
ミ
ー
－
“
、
β
き
言

　
　
（
＝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
射
H
♪
、
（
H
l
負
）
き
、
宍

　
　
（
嵩
）
　
ミ
H
♪
。
b
5
盲
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勾
1
－
へ
唱
、
（
H
－
b
）
5
、
氏

一
一
質
本
移
動
自
由
化
の
効
果

　
本
節
で
は
前
節
の
モ
デ
ル
を
も
と
に
、
自
由
貿
易
均
衡
下
で
の

資
本
移
動
自
由
化
が
、
要
素
価
樒
、
国
民
所
得
、
及
ぴ
貿
易
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
考
察
す
る
。
仮
定
と
し
て
、
自
由

貿
易
均
衡
下
で
間
題
と
し
て
い
る
国
の
費
本
レ
ン
タ
ル
私
は
世
界

の
そ
れ
”
よ
り
も
高
く
、
賞
本
移
動
自
由
化
の
結
果
、
そ
の
国
に

　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

は
資
本
が
徐
々
に
流
入
し
て
く
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
費
本
の
流

入
量
次
を
時
間
‘
で
微
分
し
た
も
の
は
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る

と
す
る
。

　
　
　
　
　
包
㌧
宍

　
　
（
ご
）
J
「
1
1
、
（
員
肉
十
』
氏
）
1
5
。
）

た
だ
し
、
μ
は
資
本
流
入
の
遠
度
を
表
わ
し
、
正
の
定
数
で
あ
る
。

ま
た
、
月
は
資
本
量
宍
十
」
宍
に
依
存
し
て
決
ま
る
。

　
ヘ
ク
シ
ャ
ー
．
オ
リ
ー
ン
H
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
一
モ
デ
ル
で
は
資
本

が
流
入
す
る
場
合
、
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
定
理
に
よ
り
、
資
本
集
約

財
で
あ
る
x
財
の
生
産
が
増
加
、
労
働
集
約
財
で
あ
る
γ
財
の
生

産
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
生
産
に
お
い
て
規
模
に

関
す
る
収
穫
一
定
の
仮
定
が
な
く
な
る
と
、
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
定

理
が
必
ず
し
も
成
立
し
な
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
一
犯
。

し
か
し
、
本
稿
の
モ
デ
ル
で
は
』
昌
鶉
〔
5
〕
と
同
じ
手
法
に
よ

っ
て
、
生
産
可
能
性
曲
線
が
原
点
に
向
か
っ
て
凹
の
部
分
で
は
リ

プ
チ
ン
ス
キ
ー
定
理
が
成
立
、
凸
の
部
分
で
は
資
本
流
入
の
場
合

に
隈
っ
て
逆
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
定
理
が
成
立
す
る
こ
と
を
確
か
め

　
　
　
　
　
　
＾
8
）

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
従
っ
て
、
図
－
点
0
に
つ
い
て
は
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
定
理
が
有

効
で
あ
り
、
資
本
流
入
の
結
果
x
財
の
生
産
が
増
加
し
、
γ
財
の

生
産
が
減
少
す
る
。
ま
た
、
x
財
に
完
全
特
化
し
て
い
る
点
σ
で

は
資
本
流
入
の
結
果
x
財
の
生
産
が
増
加
、
γ
財
に
完
全
特
化
し

て
い
る
点
λ
、
■
で
は
γ
財
の
生
産
が
増
加
と
な
る
。
こ
こ
で
、

財
の
生
産
量
の
変
化
と
要
素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
の
シ
フ
ト
と
の

関
係
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
倒
式
か
ら
γ
財
の
生
産
量
の
変
化
は

要
素
個
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
に
何
ら
の
影
響
も
与
え
な
い
が
、
x
財

の
産
出
量
の
変
化
は
x
財
の
要
素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
㌘
一
ン
ス
タ
ン
ー
で
あ

る
か
ら
、
x
財
の
生
産
量
の
増
加
に
よ
っ
て
x
財
の
要
素
価
格
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、
形
状
は
同
一
ま
ま
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
。

　
で
は
，
一
の
シ
フ
ト
を
考
慮
し
て
、
以
上
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
（
不

完
金
特
化
、
x
財
へ
の
完
全
特
化
、
γ
財
へ
の
完
全
特
化
）
に
つ
　
蛎
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図3　不完全特化のケース

㈹x
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＆
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／
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＼
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凪
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い
て
、
資
本
移
動
自
由
化
が
要
素
価
椿
、
国
民
所
得
、
及
ぴ
貿
易

に
及
ぼ
す
影
響
を
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

　
H
不
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス

　
不
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
図
3
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

図
3
ω
に
は
要
素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
㈹
・
O
に
は
生
産
可
能

性
曲
線
が
描
か
れ
て
い
る
。
資
本
移
動
自
由
化
前
の
自
由
貿
易
均

衡
下
で
の
生
産
均
衡
点
は
凪
、
消
費
均
衡
点
は
α
で
あ
る
。
で
は

第
一
に
要
素
価
格
の
変
化
を
調
べ
て
み
よ
う
。
最
初
、
資
本
流
入

に
対
応
し
て
x
財
は
徐
々
に
増
加
す
る
た
め
、
き
き
と
、
ぺ
と

の
交
点
は
点
凪
か
ら
く
K
上
を
右
下
方
に
シ
フ
ト
す
る
（
図
3

ω
隻
↓
鼻
↓
寧
）
。
従
っ
て
、
賃
金
率
豚
は
下
落
、
資
本
レ
ン
タ

ル
月
は
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
変
化
は
生
産
点
の
リ
ブ
チ

ン
ス
キ
i
ラ
イ
ン
上
の
右
下
方
へ
の
移
動
（
図
3
㈲
・
O
タ
↓

鼻
↓
喜
）
に
対
応
し
て
い
る
。
最
初
は
費
本
流
入
の
結
果
、
か
え
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っ
て
国
内
の
資
本
レ
ン
タ
ル
と
世
界
の
そ
れ
と
の
乖
離
が
大
き
く

な
．
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
資
本
が
流
入
す

る
と
x
財
に
完
全
特
化
し
て
し
ま
う
（
点
易
）
。
x
財
に
完
全
特

化
す
る
と
ぺ
K
は
消
え
て
し
ま
い
、
今
度
、
要
素
価
椅
は
資
本

流
入
に
よ
る
x
財
の
増
加
分
だ
け
上
方
に
シ
フ
ト
し
た
k
k
上

で
新
た
な
資
本
－
労
働
比
率
（
（
穴
十
」
宍
）
盲
）
が
そ
の
k
＼
の
傾

き
と
等
し
く
な
る
点
で
決
ま
る
。
式
で
表
わ
せ
ぱ
次
の
よ
う
に
な

る
。

　
　
　
　
　
ミ
H
，
o
、
負
（
｝
o
＋
」
k
）
盲

　
　
（
云
）

　
　
　
　
　
罰
H
、
自
、
（
一
－
負
）
（
き
十
」
k
）
、
（
宍
十
」
氏
）

た
だ
し
、
〃
は
資
本
流
入
〃
に
対
応
し
て
増
加
し
た
x
財
の
生
産

量
を
表
わ
す
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ω

式
に
お
い
て
〃
の
増
加
と
共
に
〃
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
賃
金
率
は
必
ず
上
昇
し
始
め
る
が
、
資
本
レ
ン
タ
ル
は

き
十
』
k
と
宍
十
」
肉
の
増
加
率
の
関
係
に
よ
っ
て
上
昇
・
下
落
、

両
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
k
＋
」
＼
の
増
加
率
が
宍
十

』
宍
の
そ
れ
よ
り
も
小
さ
け
れ
ぱ
資
本
レ
ン
タ
ル
は
下
落
し
始
め
、

亀
1
1
亀
．
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
資
本
流
入
は
ス
ト
ッ
プ
す
る
が
、

k
＋
』
k
の
増
加
率
の
方
が
氏
十
」
べ
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
け
れ

ぱ
資
本
流
入
の
結
果
資
本
レ
ン
タ
ル
は
さ
ら
に
上
昇
し
て
、
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

外
か
ら
無
限
に
資
本
が
流
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
非
現

実
的
な
後
者
の
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
た
め

に
x
財
生
産
に
関
す
る
資
本
の
限
界
生
産
カ
は
逓
減
す
る
と
仮
定

す
る
。
式
で
表
わ
せ
ば
㈲
式
よ
り
、
（
一
－
負
）
、
〈
一
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
＾
1
0
）

｝
〈
員
で
あ
る
。
こ
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
要
素
価
樒
の
均
衡
点

は
図
3
ω
の
点
易
を
境
に
左
上
方
へ
、
国
内
の
資
本
レ
ン
タ
ル
と

世
界
の
そ
れ
が
一
致
す
る
ま
で
変
化
す
る
（
図
3
ω
掌
↓
貞
↓

タ
）
。
結
局
、
資
本
移
動
の
自
由
化
前
と
比
較
す
る
と
、
国
内
の

資
本
レ
ン
タ
ル
は
下
落
し
て
世
界
の
そ
れ
に
一
致
し
、
賃
金
率
は

上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
に
、
国
民
所
得
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。
国
民
所
得
を
考

え
る
場
合
、
そ
れ
は
国
内
所
得
か
ら
資
本
流
入
分
の
資
本
レ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

ル
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
国
民
所
得

w
を
式
で
表
わ
せ
ぱ
、
次
の
よ
う
に
書
け
る
。

　
　
（
ご
）
　
ミ
ー
ー
ミ
十
亀
宗

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
一
般
性
を
失
う
こ
と
な
く
ト
ー
I
H
と
し
て
い

る
。
ま
ず
、
当
初
の
自
由
貿
易
均
衡
下
か
ら
完
全
特
化
に
至
る
ま

で
老
考
え
て
み
よ
う
。
②
、
ω
式
を
用
い
れ
ぱ
、
㈲
式
は
次
の
よ

う
に
書
き
替
え
ら
れ
る
。

　
　
（
旨
）
ミ
“
♪
。
ぎ
．
、
｛
ぎ
十
（
一
1
b
）
昌

457



一橋論叢第95巻第3号（148）

こ
の
式
を
～
に
関
し
て
微
分
す
る
と
、

　
　
　
　
　
邑
≧

　
　
（
S
到
1
－
キ
著
↓
）
ぎ
，
、
．
一
（
ぎ
1
宍
）

　
　
　
　
　
　
筥

と
な
る
。
γ
財
は
労
働
集
約
財
で
あ
る
か
ら
当
初
の
均
衡
下
で

　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

ぎ
く
宍
で
あ
り
、
そ
の
均
衡
下
か
ら
完
全
特
化
に
至
る
範
囲
で
～

は
連
続
的
に
減
少
す
る
（
図
3
ω
を
参
照
の
こ
と
）
こ
と
に
注
意

す
れ
ぱ
、
こ
の
範
囲
で
包
き
§
喧
く
o
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

従
っ
て
、
こ
の
範
囲
で
は
資
本
流
人
（
匂
の
滅
少
）
に
よ
り
国
民

所
得
が
連
続
的
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
範
囲
で
は
賃
金
率
が
下

落
、
資
本
レ
ン
タ
ル
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
所

得
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
内
資
本
へ
の
分
配
の
増
加
分

が
労
働
へ
の
分
配
の
滅
少
分
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
次

に
、
完
全
特
化
後
の
国
民
所
得
は
似
、
ω
式
を
用
い
て
次
の
よ
う

に
変
形
で
き
る
。

　
　
（
－
o
o
）
　
≧
“
“
。
、
（
汽
十
」
き
十
」
お
）
、
．
。
、
1
－
［
氏
十
良
（
」
き

　
　
　
　
　
十
」
お
）
］

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

た
だ
し
、
〃
は
完
全
特
化
す
る
ま
で
に
流
入
し
た
資
本
、
〃
は
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

金
特
化
後
に
流
入
す
る
資
本
を
表
わ
す
。
こ
の
式
を
K
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

微
分
す
る
と
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
包
ミ

　
　
（
岩
）
　
1
1
1
，
o
。
、
（
宍
十
』
き
十
」
宍
旧
）
、
1
目
、
1
べ
一
－
負
）

　
　
　
．
　
邑
」
お

　
　
・
　
　
［
（
、
1
－
）
宍
十
、
2
（
㌧
き
十
」
お
）
］

と
な
り
、
完
全
特
化
後
も
資
本
流
入
（
」
お
V
o
）
に
よ
り
国
民
所

得
が
連
続
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
　
　
　
■
　
1

　
第
三
に
、
資
本
移
動
の
貿
易
へ
の
効
果
を
図
3
⑲
、
O
で
み
て

み
よ
う
。
㈲
は
資
本
自
由
化
前
に
間
題
と
な
っ
て
い
る
国
が
x
財

を
輸
出
、
γ
財
を
輸
入
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、
o
は
そ
の
逆
の
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
邊
）

バ
タ
ー
ン
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
ず
、
㈲
の
ケ
ー
ス
で
は
国
民
所

得
の
連
続
的
増
加
に
よ
っ
て
消
費
点
は
0
o
か
ら
所
得
－
消
費
曲
線

上
を
右
上
方
へ
連
続
的
に
シ
フ
ト
す
る
。
最
終
的
な
消
費
点
は
、

○
貞
が
x
財
タ
ー
ム
で
測
っ
た
最
終
均
衡
で
の
国
内
所
得
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
点
0
1
の
左
下
方
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
㈲
の
ケ
ー
ス
で
は
貿
易
パ
タ
ー
ン
が
同
じ
ま
ま
で
貿
易

量
が
連
続
的
に
拡
大
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
O
の
ケ
ー
ス
で
も
消

費
点
は
α
か
ら
所
得
－
消
費
曲
線
上
を
右
上
方
へ
連
続
的
に
シ
フ

ト
し
、
最
終
的
に
は
消
費
点
は
α
と
q
の
間
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
点
α
と
点
〃
（
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
ラ
イ
ン
と
所

得
－
消
費
曲
線
の
交
点
）
と
の
間
に
入
れ
ぱ
貿
易
バ
タ
ー
ン
は
同

一
の
ま
ま
で
連
続
的
に
貿
易
量
は
縮
小
す
る
が
、
点
〃
と
点
q
の
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間
に
入
れ
ば
点
〃
を
境
に
貿
易
パ
タ
ー
ン
は
逆
転
し
、
点
〃
ま
で

連
続
的
に
縮
小
し
て
き
た
貿
易
量
も
拡
大
し
始
め
る
。
当
初
の
均

衡
と
最
終
的
な
均
衡
を
比
べ
て
の
貿
易
量
の
増
減
は
国
民
所
得
の

増
加
量
、
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
ラ
イ
ン
、
所
得
i
消
費
曲
線
な
ど
に

依
存
す
る
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
、
不
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
移
動
自
由

化
の
緒
果
、
x
財
に
完
全
特
化
す
る
ま
で
は
資
本
レ
ン
タ
ル
は
上

昇
し
、
賃
金
率
は
下
落
す
る
が
、
完
全
特
化
後
、
逆
に
資
本
レ
ン

タ
ル
は
下
落
、
賃
金
率
は
上
昇
し
始
め
る
、
こ
の
変
化
は
国
内
の

資
本
レ
ン
タ
ル
と
世
界
の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
ま
で
続
き
、
結
局

資
本
移
動
自
由
化
前
よ
り
も
資
本
レ
ン
タ
ル
は
下
落
、
賃
金
率
は

上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
資
本
の
流
入
は
国
内
所
得
の
み

な
ら
ず
国
民
所
得
の
増
加
も
も
た
ら
す
。
貿
易
へ
の
効
果
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
貿
易
バ
タ
ー
ン
が
X
財
輸
出
、
γ
財
輸
入
の
ケ
ー

ス
で
は
そ
の
貿
易
バ
タ
ー
ン
の
ま
ま
貿
易
量
は
拡
大
す
る
。
し
か

し
、
逆
の
貿
易
バ
タ
ー
ン
の
ケ
ー
ス
で
は
そ
の
貿
易
パ
タ
ー
ン
の

ま
ま
貿
易
量
が
縮
小
す
る
場
合
と
、
途
印
で
貿
易
パ
タ
ー
ン
が
逆

転
し
て
ま
た
貿
易
量
が
拡
大
し
始
め
る
場
合
と
の
二
つ
が
考
え
ら

れ
．
る
。

図4　x財への完金特化
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⇔
　
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス

　
次
に
、
X
財
へ
の
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず

第
一
に
、
要
素
価
椿
の
変
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
図
4
ω
に
示
さ

れ
て
い
る
（
当
初
の
均
衡
点
は
ム
）
。
最
初
か
ら
x
財
の
要
素
価

格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
し
か
存
在
し
な
い
の
で
、
資
本
流
入
に
よ
っ
て

丁
度
図
3
㈹
の
点
易
か
ら
点
凪
に
相
当
す
る
変
化
の
み
が
表
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
要
素
価
楕
の
均
衡
点
は
図
4
ω
の
点

凪
か
ら
左
上
方
に
向
か
っ
て
徐
々
に
点
凪
ま
で
変
化
す
る
。
ま
た
、

こ
れ
は
図
4
㈲
の
生
産
均
衡
点
の
助
か
ら
凪
へ
の
移
動
に
対
応
し

て
い
る
。
第
二
に
、
国
民
所
得
の
変
化
で
あ
る
が
、
x
財
に
完
全

特
化
し
て
い
る
場
合
に
は
国
民
所
得
を
表
わ
す
胴
式
は
、
ω
、
ω

式
よ
り

　
　
（
8
）
　
ミ
H
“
、
』
、
（
宍
十
」
氏
）
、
、
畠
、
1
、
（
氏
十
真
」
宍
）

と
変
形
で
き
る
。
こ
の
式
を
〃
に
関
し
て
微
分
す
る
と

　
　
（
ε
峰
1
1
♪
く
（
宍
十
ミ
）
・
．
ξ
1
岨
（
丁
負
）
［
（
、
1
一
）

　
　
　
　
　
邑
」
宍

　
　
　
　
　
汽
十
ミ
」
昌

と
な
る
。
従
っ
て
、
資
本
流
人
（
」
宍
V
o
）
に
よ
っ
て
国
民
所
得

は
連
続
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
要
素
個
格
の
変

化
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
こ
の
こ
と
か
ら
労
働
へ
の
分
配
の
増
加
分
が

国
内
資
本
へ
の
分
配
の
滅
少
分
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。

第
三
に
、
貿
易
へ
の
効
果
を
み
て
み
よ
う
。
当
初
の
均
衡
点
で
す

で
に
x
財
に
完
全
特
化
し
て
い
る
の
で
、
貿
易
バ
タ
ー
ン
は
x
財

の
輸
出
、
γ
財
の
輸
入
の
ま
ま
変
わ
ら
な
い
。
従
っ
て
貿
易
量
の

み
が
問
題
と
な
る
が
、
国
民
所
得
の
連
続
的
な
増
加
に
よ
っ
て
、

図
4
働
で
消
費
点
は
当
初
の
消
費
均
衡
点
α
か
ら
所
得
－
消
費
曲

線
上
を
連
続
的
に
右
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
の
で
（
最
終
消
費
点
は

α
よ
り
左
下
方
に
位
置
す
る
）
、
貿
易
量
は
違
続
的
に
増
加
す
る
．

こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
．
．
！

　
以
上
を
ま
と
め
れ
ぱ
次
の
よ
う
に
な
る
。
資
本
レ
ン
タ
ル
は
連

続
的
に
下
落
、
賃
金
嘩
は
逮
続
的
に
上
昇
す
る
。
こ
の
変
化
は
国

内
の
資
本
レ
ン
タ
ル
と
世
界
の
そ
れ
と
が
等
し
く
な
る
ま
で
続
き
、

結
局
資
本
移
動
自
由
化
前
と
比
べ
て
資
本
レ
ン
タ
ル
は
下
落
、
賃

金
率
は
上
昇
す
る
。
ま
た
、
国
民
所
得
が
連
統
的
に
増
加
し
、
貿

易
パ
タ
ー
ン
は
同
一
の
ま
ま
貿
易
量
も
連
続
的
に
増
加
す
る
。

　
最
後
に
Y
財
へ
の
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず

第
一
に
、
要
素
価
格
の
変
化
で
あ
る
が
、
．
こ
れ
は
図
5
ω
に
示
さ

れ
て
い
る
、
今
度
は
y
財
の
要
素
価
椿
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
し
か
存
在

し
て
い
な
い
。
資
本
の
流
入
に
よ
っ
て
γ
財
の
生
産
が
増
加
し
て

も
要
素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
＼
ぺ
．
の
位
置
は
変
化
し
な
い
の
で
、
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x

要
素
価
楮
は
新
た
な
資
本
－
労
働
比
率
（
宍
十
」
汽
）
盲
と
＼
ぺ
の

傾
き
が
等
し
く
な
る
よ
う
な
点
で
決
ま
る
。
従
っ
て
、
資
本
流
入

（
」
氏
V
o
）
に
よ
っ
て
要
素
価
椿
の
均
衡
点
は
ぺ
ぺ
上
を
当
初
の

均
衡
点
易
か
ら
徐
々
に
左
上
方
に
シ
フ
ト
し
、
こ
の
変
化
は
国
内

の
貨
本
レ
ン
タ
ル
と
世
界
の
そ
れ
と
が
等
し
く
な
る
点
夙
ま
で
続

く
。
ま
た
、
こ
れ
は
図
5
㈲
の
生
産
均
衡
点
の
夙
か
ら
凪
へ
の
移

動
に
対
応
し
て
い
る
。
第
二
に
、
国
民
所
得
の
変
化
で
あ
る
が
、

r
財
へ
α
完
全
特
化
の
場
合
に
は
国
民
所
得
を
表
わ
す
胴
式
は
、

②
，
ω
式
よ
り

　
　
（
S
）
　
ミ
ー
1
♪
．
b
（
氏
十
」
氏
）
1
、
（
肉
十
而
」
宍
）

と
変
形
で
き
る
。
こ
の
式
を
〃
に
関
し
て
徴
分
す
れ
ぱ

　
　
　
　
　
軋
ミ

　
　
（
§
劃
1
1
♪
。
碧
（
皐
ミ
）
1
、
．
．
ミ
（
T
b
）

と
な
り
、
費
本
流
入
（
」
宍
V
o
）
に
よ
っ
て
国
民
所
得
が
連
続
的

に
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
三
に
、
貿
易
へ
の
効
果
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
図
5
㈲
に
示
さ
れ
て
い
る
。
国
民
所
得
の
連
続
的
増

加
に
よ
っ
て
消
費
点
は
当
初
の
消
費
均
衡
点
α
か
ら
所
得
－
消
費

曲
線
上
吃
連
続
的
に
右
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
の
で
（
最
終
消
費
点

は
0
ー
よ
り
左
下
方
に
位
置
す
る
）
、
X
財
輸
入
、
γ
財
輸
出
と
い

う
貿
易
バ
タ
ー
ン
で
貿
易
量
が
連
続
的
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
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る
。
従
っ
て
、
要
素
価
格
、
国
昆
所
得
、
及
び
貿
易
へ
の
効
果
に

っ
い
て
は
X
財
へ
の
完
全
特
化
の
。
ケ
ー
ス
と
同
様
な
結
果
が
得
ら

れ
る
。

一
一
一
要
約

　
以
上
、
二
財
二
一
要
素
・
小
国
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
自
由
貿
易

均
衡
下
で
資
本
移
動
が
自
由
化
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
三
つ
に
分
け
て

考
察
し
て
き
た
。
資
本
移
動
が
自
由
化
さ
れ
た
場
合
、
国
内
の
資

本
レ
ン
タ
ル
が
世
界
の
そ
れ
よ
り
も
高
け
。
れ
ば
そ
れ
ら
が
一
致
す

る
ま
で
国
内
に
資
本
が
流
入
し
、
当
初
の
均
衡
と
最
終
的
な
均
衡

の
比
較
の
み
を
行
え
ぱ
国
内
の
資
本
レ
ン
タ
ル
は
下
落
、
賃
金
率

は
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て

梱
違
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

当
初
の
均
衡
下
で
す
で
に
完
全
特
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
最
終

的
な
均
衡
に
至
る
ま
で
連
続
的
に
資
本
レ
ン
タ
ル
は
下
落
、
賃
金

率
は
上
昇
す
る
。
し
か
し
、
不
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス
で
は
完
金
特

化
に
至
る
ま
で
両
要
素
価
楕
と
も
最
終
的
な
均
衡
・
か
ら
乖
離
す
る

よ
う
な
動
き
を
し
て
、
完
全
特
化
し
た
後
に
資
本
レ
ン
タ
ル
は
下

落
、
賃
金
率
は
上
昇
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
三
つ
の
ケ
ー
ス
と
も
国
民
所
得
が
増
加
し
、
そ
れ
か
ら

流
入
し
た
資
本
分
の
資
本
レ
ン
タ
ル
を
差
し
引
。
い
た
国
民
所
得
も

増
加
す
る
。
従
っ
て
、
本
稿
の
ワ
ク
組
み
で
は
窮
乏
化
成
長
は
存

在
し
な
い
。
貿
易
へ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
均
衡
下
で
x

財
の
輸
入
、
γ
財
の
輸
出
と
い
う
不
完
全
特
化
の
ケ
ー
ス
で
は
資

本
流
入
に
よ
っ
て
途
中
で
貿
易
バ
タ
ー
ン
が
逆
転
す
る
可
能
性
、

及
ぴ
国
民
所
得
が
増
加
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
貿
易
量
が
減
少
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
ケ
ー
ス
で
は
資
本
流
入
に
よ

っ
て
貿
易
バ
タ
ー
ン
は
同
一
の
ま
ま
貿
易
量
が
連
続
的
に
拡
大
し

て
い
く
。
つ
ま
り
、
後
者
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
資
本
移
動
は

貿
易
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
貿
易
に
代
替
す
る
も
の
で
は
な

＾
蠣
〕い

。
さ
ら
に
、
最
終
的
な
均
衡
に
お
い
て
は
不
完
全
特
化
は
あ
り

得
な
い
と
い
う
こ
と
も
こ
の
モ
デ
ル
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　
要
素
価
楮
の
変
化
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
要
素
価
楕
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
が
威
カ
を
発
揮
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
要
素
価
樒

フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
で
は
要
素
の
相
対
価
樒
の
み
な
ら
ず
、
絶
対
価
格

も
陽
表
的
に
扱
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
の
モ
デ
ル
で

は
、
収
穫
一
定
財
の
要
素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
は
そ
の
財
の
生
産

量
に
か
か
わ
ら
ず
シ
フ
ト
し
な
い
が
、
収
穫
遁
増
財
の
そ
れ
は
生

産
量
の
増
加
に
伴
っ
て
形
状
は
同
一
の
ま
ま
上
方
に
シ
フ
ト
す
る

と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
モ
デ
ル
で
は
、
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二
財
を
収
穫
逓
増
財
と
収
穫
一
定
財
と
し
て
分
析
し
た
が
、
収
穫

一
定
財
の
代
わ
り
に
収
穫
逓
減
財
を
用
い
て
も
同
様
な
分
析
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
は
γ
財
の
生
産
量
の
変
化
に
よ
っ
て
、
γ
財

の
要
素
価
格
フ
■
ロ
ン
†
イ
ァ
も
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
で
は
小
国
ケ
ー
ス
の
み
を
扱
っ
た
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
二
国
モ
デ
ル
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

二
国
モ
デ
ル
で
考
え
る
場
合
に
は
交
易
条
件
、
す
な
わ
ち
財
価
格

が
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
要
素
個
樒
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
の
シ

フ
ト
が
複
雑
と
な
る
。
こ
の
点
を
ど
う
扱
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
だ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ぱ
、
宍
o
昌
勺
〔
6
〕
第
8
章
・
第
8
節
、
峯
彗
ぎ
m
竃
跨

　
　
雪
〇
三
目
〔
9
〕
を
参
照
の
こ
と
。
　
1

　
　
冨
印
、
片
自
咀
①
昌
俸
旨
〇
三
昌
〔
9
〕
は
、
二
国
・
二
財
（
収
穫
逓
増
財
と

　
　
収
穫
一
定
財
）
・
二
要
素
、
か
つ
二
国
が
絶
対
量
は
相
違
す
る
が
同

　
　
一
の
要
素
賦
存
比
率
を
持
つ
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
結
論

　
　
を
導
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
が
財
価
椿
を
均
等
化
さ
せ
る
な

　
　
ら
ぱ
、
収
穫
逓
増
財
に
集
約
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
要
素
は
大
国

　
　
（
要
素
の
絶
対
量
の
多
い
国
）
で
高
く
な
る
。
両
国
が
貿
易
均
衡
で

　
　
不
完
金
特
化
し
て
い
れ
ぱ
、
他
の
要
素
価
楕
は
大
国
で
低
く
な
る
。

　
（
2
）
　
宇
沢
〔
1
6
〕
は
、
ヘ
ク
シ
ャ
ー
1
ー
オ
リ
ー
ン
H
サ
ム
エ
ル
ソ
ン

　
　
モ
デ
ル
の
ワ
ク
組
み
で
、
小
国
モ
デ
ル
に
お
い
て
関
税
に
よ
る
要
素

　
価
格
の
相
違
か
ら
生
じ
る
資
本
流
入
の
効
果
を
分
析
し
、
窮
乏
化
成

　
長
の
結
論
を
示
し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
宇
沢
“
浜
田
命
題
）
。
し
か

　
し
、
宇
沢
〔
1
6
〕
の
モ
デ
ル
で
は
ど
こ
ま
で
資
本
が
流
入
し
て
く
る

　
の
か
、
そ
の
歯
止
め
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
（
こ

　
の
点
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
ω
9
巨
宰
〔
1
〕
、
・
宍
昌
昌
印

　
〔
8
〕
、
昌
－
墨
訂
〔
1
2
〕
等
を
参
照
の
こ
と
）
。
本
稿
の
モ
デ
ル
で
は

　
資
本
流
入
の
歯
止
。
め
も
考
庶
さ
れ
て
い
る
し
、
資
本
流
入
に
よ
る
窮

　
乏
化
成
長
は
存
在
し
な
い
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る
。

（
3
）
　
以
下
の
モ
デ
ル
の
基
本
的
枠
組
は
昌
o
－
く
巨
脚
胃
彗
斤
島
彗

　
〔
9
〕
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
4
）
　
生
産
関
数
を
も
っ
と
一
般
化
し
た
場
合
の
生
産
可
能
性
曲
線
の

　
形
状
に
つ
い
て
は
、
国
雪
σ
萬
o
目
俸
穴
o
目
勺
〔
3
〕
を
参
照
の
こ
と
。

（
5
）
　
x
財
の
要
素
価
格
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
導
出
は
次
の
と
お
り
で
あ

　
る
。
ま
ず
、
財
市
場
の
完
金
競
争
条
件
か
ら
、
自
由
貿
易
均
衡
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
§
o
亀
お

　
　
　
（
＞
）
♪
．
1
　
　
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
■

　
が
成
立
す
る
。
こ
れ
に
x
産
業
全
体
と
し
て
の
生
産
関
数
ω
式
を
代

　
入
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
（
o
）
♪
．
…
劃
ぎ
冨
十
申
も
）

　
と
な
る
。
ま
た
、
要
藷
市
場
も
完
全
競
争
的
で
あ
る
か
ら
次
式
が
成

り
立
つ
。

　
　
　
　
　
ミ
　
　
負

　
　
（
O
）
　
1
…
ト
申
自

　
　
　
　
　
お
　
－
－
員

　
こ
れ
を
㈲
式
に
代
入
す
る
と
側
式
が
導
け
る
。
r
財
の
要
素
価
格
フ
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ロ
ン
テ
ィ
ア
も
同
様
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
要
素
価
格
フ

　
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
詳
し
い
性
質
な
ど
に
つ
い
て
は
、
戻
雲
；

　
〔
4
〕
を
参
照
の
二
と
。

（
6
）
　
急
激
に
資
本
が
流
入
し
て
こ
な
い
理
由
と
し
て
、
た
と
え
ぱ
カ

　
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
自
由

　
貿
易
の
結
果
、
国
内
の
資
本
レ
ン
タ
ル
の
方
が
世
界
の
そ
れ
よ
り
も

　
高
く
な
っ
た
と
仮
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
逆
に
世
界
の
費
本
レ
ン

　
タ
ル
の
方
が
高
く
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
国
が
資
本
を
導
入
す
る
た

　
め
に
政
策
的
に
国
内
の
資
本
レ
ン
タ
ル
を
世
界
の
そ
れ
よ
り
も
高
く

　
維
持
す
る
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
同
様
な
分
析
が
可
能
だ
ろ
う
。

（
7
）
　
収
穫
一
定
の
仮
定
が
は
ず
さ
れ
た
場
合
の
リ
ブ
チ
ン
ス
キ
ー
定

　
理
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ
言
冨
蜆
〔
5
〕
、
肉
。
目
o
〔
6
〕

第
8
章
・
第
3
節
、
旨
肩
〔
u
〕
、
雪
嚢
、
盲
〔
1
5
〕
、
O
旨
、
コ
。
官

　
〔
2
〕
を
参
照
の
こ
と
。
収
穫
一
定
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
要
素
賦

　
存
量
が
変
化
し
て
も
財
個
楮
が
一
定
で
あ
れ
ぱ
要
素
個
樒
も
一
定
で

　
あ
る
。
し
か
し
、
収
穫
一
定
の
仮
定
が
は
ず
さ
れ
る
と
、
財
個
椅
が

　
一
定
で
も
要
素
価
格
は
変
化
す
る
し
、
逆
に
要
素
個
椿
が
一
定
で
も

　
財
個
格
は
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
定

　
理
を
考
え
る
場
合
に
は
、
財
価
楮
一
定
の
も
と
で
の
も
の
と
要
素
個

　
格
一
定
の
も
と
で
の
も
の
と
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
小
国
仮
定
よ
り
財
価
楕
一
定
な
の
で
、
リ

　
プ
チ
ン
ス
キ
ー
定
理
と
い
う
場
合
に
は
財
価
楮
一
定
の
も
と
で
の
も

　
の
で
あ
る
。
．

（
8
）
　
逆
リ
プ
チ
ン
ス
キ
ー
定
理
と
は
、
あ
る
生
産
要
索
の
賦
存
量
が

増
加
し
た
場
合
に
、
生
産
に
お
い
て
そ
の
要
素
を
集
約
的
に
用
い
て

い
る
財
の
生
産
が
減
少
、
そ
の
要
葉
を
非
集
約
的
に
用
い
て
い
る
財

の
生
産
が
増
加
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
』
昌
鶉
〔
．
o
〕
は
、
生

産
可
能
性
曲
線
が
原
点
に
向
か
っ
て
凹
の
部
分
で
は
リ
プ
チ
ン
ス
キ

　
ー
定
理
が
成
立
、
凸
の
都
分
で
は
逆
リ
プ
チ
ン
ス
キ
「
定
理
が
成
立

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
回
し
か
し
、
こ
の
縞
論
に
は
以
下
の
二
つ

　
の
仮
定
が
ク
ル
ー
シ
ャ
ル
で
あ
る
。
①
要
素
価
格
一
定
の
も
と
で
、

ど
の
産
業
の
拡
大
も
各
生
産
要
素
の
需
要
を
増
犬
さ
せ
る
’
②
財
価

格
一
定
の
も
と
で
、
ど
の
産
業
の
拡
大
も
各
生
産
要
素
の
需
要
を
増

　
加
さ
せ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
モ
デ
ル
で
は
後
者
の
仮
定
が
必
ず
し

　
も
成
立
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
労
鮒
が
増
加
す
る
場
合
に
は
、

　
生
産
可
能
性
柚
線
が
原
点
に
向
か
っ
て
凹
の
部
分
で
は
リ
プ
チ
ン
ス

　
キ
ー
定
理
が
成
立
す
る
が
、
凸
の
都
分
で
は
両
財
と
も
生
産
が
増
加

　
す
る
領
域
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
9
）
　
厳
密
に
は
、
き
十
』
k
と
宍
十
』
宍
の
増
加
率
が
等
し
け
れ
ぱ
、

　
資
本
レ
ン
タ
ル
は
点
易
の
水
準
で
変
化
し
な
く
な
る
の
で
、
こ
の
可

　
能
性
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
，
～

　
の
場
合
に
も
国
内
の
資
本
レ
ン
タ
ル
と
世
界
の
そ
れ
と
の
永
久
の
乖

　
離
に
よ
り
、
海
外
か
ら
無
限
に
資
本
が
流
入
す
る
こ
と
化
な
る
。
従

　
っ
て
■
、
こ
の
可
能
性
も
排
除
す
る
。

（
1
0
）
　
～
〈
昌
と
い
う
関
係
を
代
表
的
企
業
の
生
産
関
数
ω
式
に
戻
っ

　
て
考
え
れ
ば
、
代
表
的
企
業
の
生
産
量
は
、
産
業
全
体
の
生
産
最
よ

　
り
も
そ
の
企
業
の
労
働
雇
用
量
に
強
く
影
響
さ
れ
る
と
い
う
一
一
と
が

　
い
え
る
。
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小国ケース（155）　収穫遁増財存在下の賞本移動自由化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
u
一
た
と
え
ぱ
図
島
、
◎
に
お
い
て
、
資
本
流
入
前
の
均
衡
差

　
　
で
は
国
民
所
得
と
国
内
所
得
は
一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
を
x
財
タ
ー

　
　
ム
で
測
る
と
◎
b
，
o
と
な
る
。
し
か
し
、
最
終
的
な
均
衡
に
お
い
て

　
　
は
、
o
阜
が
国
内
所
得
を
表
わ
し
、
国
民
所
得
は
そ
れ
よ
り
も
小

　
　
さ
く
な
る
。

（
1
2
）
　
卜
“
－
と
仮
定
し
て
い
る
の
・
で
、
味
…
申
（
…
芝
卜
）
で
あ
る
こ

　
　
と
に
注
意
。

（
1
3
）
　
生
産
点
が
所
得
－
消
費
曲
線
よ
り
も
下
方
に
位
置
す
れ
ぱ
X
財

　
　
を
輸
出
、
ア
財
を
輸
入
と
い
う
貿
易
バ
タ
ー
ン
と
な
り
、
逆
に
上
方

　
　
に
位
置
す
れ
ぱ
そ
の
逆
の
貿
易
パ
タ
ー
ン
と
な
る
。
ま
た
、
生
産
点

　
　
が
所
得
－
消
費
曲
線
上
に
位
置
す
れ
ぱ
（
た
と
え
ぱ
図
3
◎
点
〃
）
、

　
貿
易
は
行
わ
れ
な
い
。

（
1
4
）
　
竃
冒
旦
。
＝
〔
1
4
〕
は
、
　
ヘ
ク
シ
ャ
ー
1
ー
オ
リ
ー
ン
ー
ー
サ
ム
エ
ル

　
　
ソ
ン
モ
デ
ル
の
ワ
ク
組
み
に
お
い
て
、
関
税
賦
課
に
よ
っ
て
引
き
起

　
　
こ
さ
れ
る
資
本
移
動
は
、
貿
易
に
代
替
す
る
と
い
う
結
果
を
示
し
て

　
　
い
る
（
し
か
し
、
こ
の
緒
論
を
め
ぐ
っ
て
、
た
と
え
ぱ
穴
o
冒
昌
閂

　
〔
7
〕
、
〔
8
〕
、
d
o
o
巨
o
『
〔
1
〕
、
峯
ぎ
葭
σ
o
〔
1
2
〕
、
〔
B
〕
等
の
議
諭

　
が
あ
る
。
ま
た
、
昌
彗
巨
眈
彗
〔
1
0
〕
も
参
照
の
こ
と
）
。

　
　
　
　
　
〈
参
照
文
献
〉

〔
1
〕
同
』
。
葦
鶉
（
§
N
）
、
、
軍
彗
豊
昌
印
；
・
蓉
彗
ミ
畳
邑

竃
o
く
彗
雪
蒜
　
＞
雰
由
曽
邑
畠
弐
o
昌
　
、
雪
ミ
婁
茅
ぎ

言
ミ
ミ
呉
尊
§
§
喜
ぎ
一
－
員
ま
ー
H
；
勺
．
～
ω
1
8

〔
2
〕
婁
・
奉
9
匿
。
・
（
嚢
一
）
。
。
軍
a
葦
一
昌
穿
冨
冨
享
一
違

　
　
く
葭
『
置
巨
o
え
黒
自
『
自
餉
叶
o
ω
o
竺
9
　
胆
自
〇
一
ゴ
o
↓
チ
o
o
H
く
o
片
H
『
葭
o
o
．
、

　
　
ぎ
“
ミ
ミ
亀
ミ
O
S
ミ
同
“
O
S
O
§
“
O
句
§
㌣
§
－
く
O
－
一
～
O
〇
一
Z
O
．
少
　
、
で
一
㎞
N
伽

　
　
1
㎞
㎞
一

〔
3
〕
声
豪
豪
晶
陣
峯
・
O
．
季
ξ
（
一
唱
§
、
♂
墓
巨
菖
量
・

　
　
ま
冨
良
言
、
雲
庁
雰
耳
冨
3
ぎ
5
．
、
o
§
§
§
言
§
ミ

　
　
呉
導
§
§
雲
一
貝
2
o
．
少
勺
、
．
阜
8
1
含
㎞

〔
4
〕
　
寓
一
－
片
o
昌
芭
（
H
ゆ
N
o
o
）
。
、
O
自
一
｝
o
｝
印
o
8
『
吊
ユ
o
血
句
『
o
■
饒
o
『
5

　
　
艘
o
雲
冨
↓
臣
o
｛
艮
－
鼻
昌
目
葦
o
畠
一
↓
轟
宗
，
，
雲
ミ
婁
ぎ
臼
ミ

　
　
㌧
o
ミ
、
s
ミ
県
向
o
o
嵩
o
§
札
婁
一
く
o
－
一
－
o
〇
一
2
〇
一
“
o
勺
－
ひ
N
－
N
ω

〔
5
〕
　
宛
一
ミ
一
－
o
目
匪
（
－
o
α
o
o
）
、
、
く
顯
ユ
閏
9
o
　
射
o
ε
『
自
蜆
8
ω
o
巴
o
ぎ

　
　
○
昌
o
邑
向
毛
旨
巨
冒
自
H
一
曇
｛
、
．
一
ミ
ミ
ミ
…
ミ
繧
§
o
§
膏

　
　
き
§
§
＜
〇
一
・
ρ
髪
二
一
署
．
N
g
I
～
s

〔
6
〕
峯
・
ρ
嚢
ξ
（
曇
o
）
§
恥
、
ミ
雨
皇
さ
ミ
§
軋
ミ
ミ
§
1

ぎ
ミ
ミ
§
§
軋
ミ
§
一
§
ミ
（
雲
昌
8
－
霊
＝
一
里
。
日
一
彗
o

　
o
＝
穿
）

〔
7
〕
界
宍
昌
量
（
§
伽
）
．
、
巨
彗
塁
昌
芭
；
轟
箒
彗
o
司
§
雪

　
　
巨
く
塾
目
曇
？
望
軍
岸
自
霧
昌
百
昌
亘
彗
彗
冨
、
．
曇
ミ
婁
ぎ
ミ

言
ミ
ミ
県
掌
§
§
喜
ま
一
．
長
ξ
二
；
勺
－
山
一
－
室

〔
8
〕
穴
・
宍
昌
竃
（
尋
N
）
、
＞
昏
盲
邑
胃
昌
、
．
巨
彗
峯
。
邑

　
↓
『
里
q
o
　
與
目
O
　
O
凹
勺
岸
巴
　
冒
O
く
o
ヨ
□
5
目
房
、
、
．
、
　
羊
ミ
o
膏
S
庁
s
｝
“
札
　
㌧
o
S
、
書
s
、

く
専
§
§
享
ま
F
員
ξ
－
；
や
H
－
H
。
。

〔
9
〕
』
・
甲
婁
・
ぎ
彗
俸
』
．
戸
豪
一
く
ま
（
曇
一
）
、
。
↓
邑
9

霊
§
・
雲
§
一
．
彗
＝
亭
星
畠
ぎ
昌
宇
黒
毛
葦
；
§
．

岨
冨
麦
…
㎝
ざ
墨
ポ
、
、
、
ぎ
o
§
§
§
言
§
一
♀
．
寒
－
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§
§
享
曽
＜
一
ξ
．
少
君
二
㎞
o
－
ま
o

〔
1
0
〕
』
‘
甲
書
・
ぎ
彗
（
嚢
u
）
．
、
句
葦
S
豪
き
罵
募
彗
」

　
O
o
冒
－
自
o
O
岸
｝
、
『
『
凹
O
o
霧
　
O
O
目
－
O
－
曾
自
o
目
甘
眈
．
、
一
㌧
o
ミ
、
彗
昌
、
　
呉
－
ミ
膏
、
．

　
§
§
§
～
要
§
§
茅
二
卓
一
弓
二
＄
－
ω
ま

〔
1
1
〕
≠
書
這
（
H
婁
）
、
、
く
胃
暮
5
塞
冒
閉
δ
ぎ
宥
一
目

　
　
Ω
o
旨
o
『
巴
■
O
邑
－
亭
ユ
一
旨
自
↓
－
5
0
H
く
“
＞
O
O
自
一
自
－
o
目
斤
、
1
－
S
§
、
筥
ミ
ざ
彗
ミ

　
ま
§
§
詳
尋
暮
套
＜
〇
一
－
一
仰
5
二
一
署
．
N
蟹
－
8
㎞

〔
1
2
〕
Z
1
≦
量
冨
（
§
N
）
、
峯
冒
菱
；
邑
5
冒
：
目
H
轟
ま

彗
旦
O
畳
邑
5
き
篶
暮
、
、
き
§
き
婁
ぎ
言
§
良
呉
専
。
．

　
　
§
§
雲
一
く
〇
一
－
員
Z
O
ー
ポ
O
O
．
ま
－
S

〔
1
3
〕
Z
．
旨
畠
9
（
－
§
）
、
、
黒
邑
亀
”
蜆
巨
彗
葦
昌
巴
↓
冨
宗

　
　
彗
O
O
量
邑
ξ
き
豪
景
一
＞
O
冒
畠
巨
．
．
き
募
き
§
ミ

言
ミ
ミ
県
黒
§
§
員
ξ
・
鼻
z
9
一
；
呈
o
－
貴

〔
1
4
〕
丙
－
匡
冒
室
一
（
一
毫
）
、
；
彗
茎
昌
顯
；
、
邑
。
串
、
一
竃
害
ε
、

ξ
彗
｛
．
．
！
§
§
§
黒
§
§
こ
～
冊
・
ぎ
こ
…
耐
；
℃
・
§
ー

　
い
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

〔
芭
＞
』
彗
晶
彗
冨
（
嚢
o
）
．
．
＜
邑
芭
事
内
き
冒
、
8
ぎ
農

ぎ
o
雪
竃
一
苫
自
姜
ま
冒
掌
8
｛
o
§
者
彗
、
．
こ
ミ
§
一

呉
ミ
§
茎
…
ミ
黒
§
。
§
亘
一
〇
二
・
で
・
お
ア
嚢

〔
1
6
〕
　
宇
沢
弘
文
（
一
九
六
九
）
「
資
本
自
由
化
と
国
民
経
済
　
　
競

　
　
争
原
理
を
め
ぐ
る
理
論
的
検
討
1
」
（
『
エ
コ
ノ
、
ミ
ス
ト
』
十
二
月

　
　
二
十
三
目
号
、
一
〇
六
～
二
一
二
ぺ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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